
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

さわやかな秋晴れが⼼地よい季節となりました。実りの秋、収穫の秋を迎え、さまざまな旬の⾷材が出

回っています。給⾷でも秋の味覚の食材をたくさん使用します。 

今月のめあては「食べ残しを減らそう」です。10月は食品ロス削減月間です。食品ロスは「まだ食べら

れるのに廃棄されてしまう食品」のことです。一人ひとりが「もったいない」を心がけ、食品ロス削減に向

けてできることから始めましょう。 

 
日本の食品ロスの現状 

日本では年間４６４万トンの食品ロスが出ています。（出典：農林水産省・環境省「令和5年度推計」）

国民一人当たりの食品ロス量は一年間で約３７kg、１日に換算するとおにぎり１個分の食べ物が毎日捨

てられていることになります。 

食品ロス削減に向けてできること 

①買い物の前に冷蔵庫を確認して、買い過ぎないようにしましょう。陳列されている商品を手前から購入 

することも食品ロス削減につながります。 

②料理は食べきれる量を作りましょう。外食時は食べきれる量を注文しましょう。 

③未利用食品はフードドライブに協力しましょう。文京区では家庭で消費できない食品を年間通して集 

めています。昨年度は 1,990ｋｇもの食品が集まりました。ご協力いただいた食品は、福祉協議会や 

ＮＰＯ法人を通じて、必要とする方に届けられています。詳細は上のＱＲコードからご覧ください。 

 

 

今月のめあて「食べ残しを減らそう」 

 

昔から秋は、一年の中で最も月がきれいに見える季節とされ、

昔の暦（旧暦）で秋の真ん中にあたる８月 15 日の十五夜の月を

「中秋の名月」と呼んで、月を観賞するお月見の行事が行われて

きました。この時期に里いもが収穫されることから、里いもをお

供えしたり、「きぬかつぎ」などの里いも料理を食べたりする風

習もあり、別名で「芋名月」とも呼ばれています。 

また、十五夜からひと月ほど後の十三夜にもお月見をする風習

があり、両方合わせてお月見をすると縁起が良いとされていま

す。給食では、白玉粉にかぼちゃを加えたお月見団子が出ます。 

2025年の十五夜は 10月 6日、

十三夜は 11月 2日です。 

米から作る団子は

満月に見立てた丸

い形のほか、里いも

の形などもあり、地

域によって違いが

あります。 

里いもを皮付きでゆでた

り蒸したりしたもの。平

安時代の女性の服装 

にちなんで名付 

けられました。 


